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支部コーナー

☆関東支部

報告

サイエンスカフェ
「VR!!地球科学のアソビカタ」実施報告

　関東支部では毎年秋～冬に町中のカフェやレストランを会場
として地質学会会員以外の一般の人を対象としたサイエンスカ
フェを実施してきた．今年度は新型コロナウィルス感染症のた
め，例年とは異なり仮想空間での実施となった．今年度のサイ
エンスカフェ「VR!!地球科学のアソビカタ」は地球科学可視化
技術研究所の共催として，2021年3月21日17時～19時にバーチ
ャルSNS “cluster”というインターネット上のサービスを用い
た“ワールド”と呼ばれる仮想空間で行われた．ゲストスピー
カーは芝原暁彦さん（地球科学可視化技術研究所）と今井拓哉
さん（福井県立大恐竜学研究所），ファシリテータは岡山悠子
さん（科博SCA）に務めていただいた．参加者には事前登録を
お願いしたが，当日フリーでも入ってこられる設定となってお
り，当日の参加者は34名前後（スタッフ含む）と例年のサイエ
ンスカフェと同規模であった．
　clusterを利用したことのない人には仮想空間での移動や動作
に慣れない点が多いことが予想されたため，プログラムの始ま

る30分前から会場を開放して動きになれてもらうことにした．
その際にはスタッフがフォローした．プログラムが始まり，会
場内を移動していく頃になると皆わりとスムーズに動けるよう
になっていた．
　仮想空間内の会場に入るとそこは草原状の広い空間となって
いて，その中に建物がひとつあり，参加者はまず建物に入って
スクリーンの前に集まり，ワールド内での動き方やルールの周
知のあと，芝原さんと今井さんの自己紹介からスタートした．
続いて建物内を移動しながら，実在する露頭の3次元モデルや，
CTスキャンのデータから作成した有孔虫の3次元模型，恐竜の
3次元骨格模型などを説明を受けつつ見て回った．参加者は自
分のアバターを操作して露頭に登ったり，有孔虫をつかんで持
ち歩いたり，恐竜骨格に登って上から風景を眺めることができ
た．さらに建物の外に出て青ヶ島の地形に集合し，地形の立体
モデルの作成方法やデータの入手方法，精度などについての説
明を聞き，その後は展示してある屋久島や富士山の模型の上を
自由に歩き回った．最後は仮想空間の技術を用いた地球科学の
楽しみ方について議論が行われた．
　回線への負担を避けるため参加者からのコメントや質問は文
字チャットに書き込んでもらい，その内容をファシリテータが
ピックアップして会場に紹介するという形を取った．このため
参加者が多く混み合っていてもそれほど混乱はなく，滞りなく

進行した．事後のアンケートによれ
ば，地球科学関係者には仮想空間技
術の可能性を，仮想空間になじみの
ある方には地球科学の面白さを楽し
んでいただけたようである．なお地
球科学関係者と一般の方の比率は
2:1であった．軽妙なトークをして
いただいた二人の恐竜学者の芝原さ
んと今井さん，イベント全体を安定
感を持って進行してくださったファ
シリテータの岡山さん，参加してく
ださった皆様に御礼申し上げます．

（産業技術総合研究所　小松原純子）

ワールドの様子．左：建物内の風景．参加者が露頭に登っている．左手前の白い部分は参加者の
アバター．右：建物の外の様子．建物の手前に恐竜の骨格模型，左手奥に地形データから再現し
た実在の火山地形が見える．今井拓哉さん提供．

院生コーナー

　早稲田大学・教育学部・理学科地球科学専修は，地学専修と
して1964年に設立された．現在は，構造地質学研究室，惑星科
学研究室，堆積学研究室，火山学研究室，進化古生物学研究室，
地球化学研究室，衛星地球観測学研究室，地球物質科学研究室
の8つの研究室が置かれている．学部生は1，2年次に各分野の
基礎を学び，3年次よりいずれかの研究室に所属する．ちなみ

に，学部生の所属するこの地球科学専修は教育学部に属するが，
大学院生の所属する地球・環境資源理工学専攻は大学院創造理
工学研究科に含まれる．つまり，所属する研究室を同じくして
大学院に進学した際には，所属が教育学部から創造理工学研究
科へと変わるという，すこし複雑な仕組みとなっている．
　今回は，筆者が在籍している堆積学研究室について紹介する．
2009年より太田亨教授の運営する本研究室は，博士課程3名（留
学生1人を含む），修士課程5名，学部生13名の計21名が在籍し
ている（2021年度）．本研究室では，堆積学・堆積岩岩石学を
軸に地質時代の地球表層環境を読み取ることを目的として研究
を行っている．用いる手法は，野外調査，薄片観察，鉱物・化
学分析，多変量統計解析，機械学習などである．このように，
採取した試料の分析データに統計学の手法を取り入れること
で，堆積環境や古気候の復元，さらには新たな指標の開発も行
っている．たとえば，堆積相と鉱物・化学組成に基づく白亜紀
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の東アジアにおける古気候解析，西南日本の後背地解析といっ
た研究テーマに取り組んでいる．また，これらで用いるための
指標開発を行うのが，多変量統計解析を用いた砂粒子の形状評
価，石英粒子のカソードルミネッセンス特性を用いた源岩判別
といったテーマであり，堆積岩から，その堆積場や源岩を判別
することを目的としている．そして多くのテーマは野外調査と
サンプリングを必要とし，本研究室では，特に実際に露頭を歩
いて岩石をみることを基礎として重視している．調査対象地域
としては，国内各地の堆積岩層に加えてイギリスや中国など，
世界中を研究のフィールドとしている．調査後に実験室での分
析やデータ解析を行うため，卒業論文や修士論文を執筆する学
生は4月から9月に野外調査を実施する場合が多い．巡検や地質
調査実習は経験しているものの，卒論生にとってはこれが初め
ての本格的なサンプリングとなる．そのため，先生に同行して
いただくのはもちろん，研究テーマの近い先輩には調査前から，
計画の立て方や事前準備，岩石の採取方法などを教えてもらう．
　ここで，私の野外調査での体験談を紹介したい．私の卒論テ
ーマは，イギリス東部ノースヨークシャーにおいて，前期ジュ
ラ紀に発生した海洋無酸素事変と大陸地殻風化作用との関係を
明らかにすることであった．海洋無酸素事変は海洋の広範囲に
有機炭素に富んだ黒色泥岩が堆積することで特徴づけられるイ
ベントであり，風化作用の促進が要因のひとつとして考えられ
ている．この仮説を検証するため，堆積岩試料の全岩化学組成
を後背地風化指標に適用し，風化作用を定量化することが研究
の目的だ．そのためにはまず，海洋無酸素事変の層準が分かっ
ている露頭において，時間的連続性をもった岩石試料を採取す
る必要があった（写真1）．この調査では，現地の共同研究者が
露頭を案内してくださることになっていた．イギリスへ向かう
前には，どの層準からどれだけの岩石試料を採取するのか，ど
れくらいの時間が必要か等を慎重に検討するなど，準備は念入
りにしたつもりだったが，調査計画を英語で説明することには
不安があった．私は英語が得意でもなければ海外経験もなく，
英語のネイティブスピーカーとコミュニケーションをとった経
験はほとんどなかった．今思い返してもたどたどしい話し方で
あったと思うが，私は必死にコミュニケーションを試みた．相
手がじっくりと私の話を聞いてくれたおかげで，何とか計画を
伝えることができた．打ち合わせを終えて，いよいよ露頭に向
けて出発した（写真2）．露頭に到着し，調査と岩石試料のサン
プリングを始めたようとしたところで，私は，なんと，サンプ
リング袋を持っていないことに気がついた！幸いなことに，共
同研究者が予備の袋を持っていて，それを快く譲ってくれた．
そのおかげで，私たちは予定通りフィールドワークを行うこと
ができ，無事卒業論文に必要な岩石試料を採ることができた．
この経験から，私は野外調査へ向かう際は毎回必要なものをリ

ストアップし，露頭へ行く前に必ず持ち物を再確認するように
なった．調査対象地域の海岸線沿いの露頭では，潮が満ちると
道が海面下に沈んでしまう．そのため潮位の良い日においても，
午後三時には調査を終える必要があった．調査後の夕方の時間
は試料の整理や翌日の準備，食事も含め必要なものの買い出し
に当てた．そして調査最終日の夕方は，ヨークの博物館へ向か
うことにした．調査対象地域は古くから多くの地質学者が訪れ
た場所であり，博物館にも今回研究対象とした地層から産出し
たアンモナイトやべレムナイトなどの化石資料が数多く展示さ
れていた．さらに，博物館では思いがけず，ウィリアム・スミ
スの作成した世界初のイギリスの地質図にお目にかかることも
できた．
　学年が上がるにつれて後輩の調査に同行することも増え，経
験値が増したようにも感じた．しかし，先生，先輩と共にフィ
ールドを歩くと，まだまだフィールド調査において学ぶことが
たくさんあると実感する．例えば，これはサンプリングに適し
た露頭を探していたときのことだ．先生は道路の反対側にある
露頭（10メートルは離れていた）を見ながら，「あれは礫岩だ
ね，見てごらん」とおっしゃった．この距離でも数センチメー
トルに満たない礫のひとつひとつが見えるのだろうかと思い，
私は思わず「え？見えるんですか？」と声が出た．「目を細め
てじーっと見れば見えるよ」と先生．私は必死に目を細めて10 
m先の露頭を凝視した．しかし先生は隣で笑っていた．礫が見
えるというのは冗談で，周囲の状況から岩相の違いを判断して
いたのだった．周囲の砂岩や泥岩よりも固い礫岩は風化浸食に
強く，その結果が露頭面の凹凸に現れる．この経験から，フィ
ールド調査の際には，1点に集中するのではなく視野を広く保
ちつつ露頭全体を観察する手法，その一方で，地質図の示す岩
相変化を参考に鉱物スケールでの岩体の観察といったよりフォ
ーカスした観察手法のように，露頭を見るスケールを自在に調
節する必要があることを改めて学んだ．
本研究室では，このように野外調査に基づいた古環境解析を行
う一方，その精度を向上させるための新たな指標の開発も行っ
ている．学生の中には様々な得意分野を持つ者がおり，活発な
議論を交わしながら，楽しみながら，切磋琢磨しながら日々研
究を行っている．

院生コーナー

写真1：イギリス東部ノースヨークシャーの沿岸に露出する前期ジ
ュラ紀トアルシアン初期の浅海相．水平に近いが緩やかな傾斜を持
っているため，側方に歩いていくだけで連続的な層序が観察できる．

写真2：沿岸の露頭へ向かう道．多くの地質学者が訪れる場所であ
り斜面にはロープが固定されている．急傾斜の崖であり，上り下り
した翌日は筋肉痛で足が上がらなかった．
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